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・地震によるダムへの影響の評価・モニタリング技術

地震による揺れがコンクリートダムへ及ぼす影響の評価

・地震に備えたダムの補強に関する研究

ダムの種類毎に地震による影響を考慮した対策を検討

・左図︓ダムの航空写真
・右図︓衛星データを活⽤して算出した変位

・イメージ図︓
衛星データを活⽤したダムの変位の算出⽅法

・地震によるダムの揺れ⽅の特徴を把握する⽅法 ・振動数の特徴から地震の影響を評価

ロックフィルダムの対策アーチ式ダムの対策

※２ロックフィルダム︓岩⽯や⼟砂を積み上げて建設するダム

・地震という動的な現象の影響の⼤きさを上下流⽅向の静的な⼒として考慮
・上記の⼒が作⽤しても損傷無く耐えられる構造で設計

衛星SARデータを活⽤したダム堤体の変状把握
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⿊字︓常時作⽤する荷重
橙⾊︓地震時に作⽤する荷重

ダムに作⽤する⼒

ダムの断⾯図

重⼒式コンクリートダムの対策

ダムにおける耐震設計の考え⽅ 下流上流

川の流れ

兵庫県南部地震︓阪神淡路⼤震災（ 1995年）M7.2

出典︓気象庁,阪神淡路⼤震災の記録,
むき出しの鉄筋（左写真）・沿岸部被災地（右図）

・各種構造物に甚⼤な被害が発⽣（右図）

・ダムでは
ダムの安全性に関わる被害なし

・設計の想定よりも⼤きな地震を多数観測
・⼤規模地震の発⽣数増加
ex.⿃取県⻄部地震（2000年）Ｍ7.2
⼗勝沖地震（2003年）Ｍ8.0 etc.

研究内容︓耐震性能照査に関する研究

「⼤規模地震に対するダム耐震性能照査指針（案）2005年3⽉」の原案作成
⇒ 全国のダムにおいて耐震性能照査を開始

研究紹介︓更なる安全なダムの管理を⽬指し、ダムの耐震に関する対策の研究を推進

研究成果︓耐震性能照査の指針（案）

各ダムの⼤規模地震による影響を確認する⽅法（耐震性能照査）を研究 （⼟⽊研究所と共同で実施）
⼤規模な地震が発⽣した際、ダムに悪影響が⽣じる可能性への懸念（地震によるダムの被害事例なし）

・ダム地点での地震による揺れを推定 ・ダムの材料の特性等を考慮した地震の動的解析
地震発⽣のメカニズムや規模、地盤等を考慮してダム地点での揺れを推定

・地震発⽣のメカニズム
・震源の深さ
・地震の規模
・地震が伝わる地盤
・構造物の固有周期 等

・ダム地点の地震の揺れを想定

※1︓加速度×質量＝⼒

材料によって地震の影響が異なるため、材料の特性を考慮した動的解析を検討

考慮する事項

コンクリートダムの場合

解析

・地震の発⽣を想定

※３ アーチ式ダム︓コンクリートで作られたダム。上空から⾒ると、堤体は曲線状の形。

ロックフィルダム※２の場合

・地震の発⽣を想定

問題

⇒ 対応

解析モデルの例
これまでの地震の観測結果を活⽤して地震による揺れやダムへの影響を解析

⇒ 研究結果を通じて耐震性能を確認する⽅法を確⽴

・重⼒式コンクリートダム ・アーチ式ダム※3
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